
建物断面構成図

環境配慮事項とねらい

【立地、周辺環境】

計画地は近鉄安堂駅から西へ約 60m に位置している。敷地は大和川の高規格堤防の上にあり、東側は JR 鉄道、西側は国道 25 号に面した南

北に細長い敷地である。周辺は大和川と河川敷公園に近接し、河川環境との共生が求められた。

【総合的なコンセプト】

大阪府の中河内地域に位置する、大和川の高規格堤防上の敷地に建つ庁舎の建替えである。大和川流域はかつて水害に苦しめられていたが

1704 年に大規模な川の付け替え工事が行われ、我が国の防災のシンボルとなった。このような治水の歴史をもつ計画地において、地域の安全

を守る防災拠点、そして市民の交流拠点となる庁舎を目指した。敷地の西側に広がる大和川の素晴らしい眺望を生かした建築としたいと考え

た一方で、敷地の形状から建物は南北に長いボリュームとなり東西面の外壁が大きく、日射による熱負荷の増大が懸念された。そこで、大判

の縦型ルーバーによる遮蔽と Low-E ガラスの水平窓による開放性を組み合わせることで「閉じながら開く」を実現した。また、敷地北側に隣

接する文化ホールとも調和するルーバーの縦格子によって、地域のランドマークとなる河川の風景をつくった。

柏原市庁舎
河川環境と共生した防災と交流の拠点となる庁舎

建物概要

▪所在地：�大阪府柏原市安堂町 1番 55 号

▪建築主：�柏原市

▪設計者：�株式会社山下設計�
（中川・関電工・山下共同企業体）

▪用　途：庁舎

▪敷地面積：10,461 ㎡

▪建築面積：3,005 ㎡

▪延べ面積：9,492 ㎡

▪構　　造：鉄骨造

▪階　　数：地上 5階

▪CASBEE 評価：Aランク/BEE 値 1.6

▪重点評価：�CO2 削減 3.6/みどり・ヒートアイランド対策 2.5/�

建物の断熱性能 5.0/設備システム 3.6/�

自然エネルギー直接利用 3.0
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